
永
遠
の
テ
ー
マ
か
ら

【
協
賛
金
負
担
の
要
請
に

つ
い
て
】
小
売
業
間
で
の
生

き
残
り
を
か
け
た
競
争
が
一

層
激
し
さ
を
増
す
中
で
、
大

規
模
小
売
業
者
は
依
然
と
し

て
製
造
業
者
に
不
当
な
協
賛

金
を
要
請
し
て
お
り
、
「
協

賛
金
の
要
求
が
あ
っ
た
」
と

す
る
回
答
は
減
少
傾
向
が
続

い
て
い
た
が
、
今
回
の
調
査

で
は
や
や
増
加
し
た
。
製
造

業
者
が
得
る
利
益
に
見
合
わ

な
い
協
賛
金
を
支
払
わ
さ
れ

て
い
る
と
す
る
割
合
は
依
然

と
し
て
３
割
を
超
え
た
。

要
求
さ
れ
た
協
賛
金
の
種

類
は
、
全
体
で
は
「
チ
ラ
シ

協
賛
金
」
（
５６
・
５
％
）
が

最
も
多
く
、
次
い
で
「
新
規

（
新
装
）
オ
ー
プ
ン
協
賛

金
」
（
４０
・
５
％
）
、
「
新

製
品
導
入
協
力
協
賛
金
」

（
４０
・
３
％
）
が
続
い
た
。

協
賛
金
要
求
に
対
し
て
の
対

応
は
、
全
体
で
は
「
ケ
ー
ス

バ
イ
ケ
ー
ス
で
応
じ
て
い

る
」
の
回
答
が
５５
・
３
％
と

最
も
多
く
、
一
方
で
「
全
く

応
じ
な
い
」
「
ほ
と
ん
ど
応

じ
て
い
な
い
」
の
合
計
は
５

・
３
％
と
前
回
調
査
よ
り
わ

ず
か
に
減
少
し
た
。

【
セ
ン
タ
ー
フ
ィ
ー
負
担

の
要
請
に
つ
い
て
】
「
大
規

模
小
売
業
告
示
」
で
は
、
納

入
業
者
が
得
る
利
益
等
を
勘

案
し
て
合
理
的
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
範
囲
を
超
え
る
セ

ン
タ
ー
フ
ィ
ー
要
請
を
禁
止

行
為
と
し
て
い
る
。
妥
当
な

セ
ン
タ
ー
フ
ィ
ー
負
担
額

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
流
セ
ン

タ
ー
が
持
つ
機
能
や
個
々
の

商
品
・
納
入
業
者
の
状
況
等

に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
こ

と
に
な
る
。

調
査
結
果
で
は
、
４
割
の

製
造
業
者
が
「
セ
ン
タ
ー
フ

ィ
ー
を
負
担
し
て
い
る
」
と

回
答
し
、
セ
ン
タ
ー
フ
ィ
ー

を
負
担
し
て
い
る
製
造
業
者

の
７
割
が
「
コ
ス
ト
削
減
分

に
見
合
う
負
担
で
あ
る
」
と

回
答
し
て
い
る
も
の
の
、
依

然
、
製
造
業
者
の
３
割
が

「
コ
ス
ト
削
減
分
に
上
回
る

負
担
で
あ
る
」
と
回
答
し
て

い
る
。

改
善
傾
向
は
見
ら
れ
る
も

の
の
、
製
造
業
者
の
セ
ン
タ

ー
フ
ィ
ー
の
負
担
感
が
強
い

状
況
が
続
い
て
い
る
。
そ
の

背
景
に
は
、
納
得
で
き
る
算

出
基
準
や
根
拠
が
示
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
に
対
す
る
不
信

感
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

セ
ン
タ
ー
フ
ィ
ー
の
要
請

に
対
し
て
「
全
て
応
じ
ざ
る

を
得
な
い
」
「
ほ
と
ん
ど
応

じ
て
い
る
」
の
合
計
が
、
全

体
で
は
６２
・
５
％
だ
っ
た
。

前
回
調
査
と
比
較
す
る
と

「
全
て
応
じ
ざ
る
を
得
な

い
」
「
ほ
と
ん
ど
応
じ
て
い

る
」
の
合
計
は
全
体
で
は
ほ

ぼ
同
じ
だ
が
、
協
賛
金
の
要

請
へ
の
対
応

と
比
較
す
る

と
、
セ
ン
タ

ー
フ
ィ
ー
の

要
請
へ
の
対

応
の
方
が
、

「
全
て
応
じ
ざ
る
を
得
な

い
」
「
ほ
と
ん
ど
応
じ
て
い

る
」
の
合
計
が
高
く
、
物
流

セ
ン
タ
ー
を
使
用
す
る
と
い

う
明
確
な
実
態
が
あ
る
た

め
、
「
ゼ
ロ
回
答
」
は
し
に

く
い
と
考
え
る
企
業
が
多
い

と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
「
セ
ン
タ
ー
フ
ィ

ー
の
算
出
根
拠
が
な
い
」

「
根
拠
デ
ー
タ
の
開
示
な

し
」
「
ベ
ン
ダ
ー
経
由
の
支

払
い
と
な
る
た
め
ベ
ン
ダ
ー

上
乗
せ
の
可
能
性
が
あ
る
」

「
説
明
な
く
徴
収
」
と
い
っ

た
算
出
基
準
が
不
明
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
支
払
い

が
前
提
と
な
っ
て
い
る
と
す

る
事
例
や
、
「
一
方
的
に
引

き
上
げ
、
応
じ
な
け
れ
ば
取

引
停
止
」
「
取
引
す
る
上
で

必
須
条
件
」
「
セ
ン
タ
ー
フ

ィ
ー
が
新
た
に
設
定
さ
れ
る

時
に
は
、
価
格
交
渉
を
し
て

も
受
け
て
も
ら
え
な
い
こ
と

が
多
い
」
な
ど
、
合
理
的
な

範
囲
を
超
え
て
の
要
求
が
あ

る
と
す
る
事
例
も
見
ら
れ

た
。

（
つ
づ
く
）
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に
が
り
の

歴
史
は
古
い

こ
と
を
ご
存

じ

だ

ろ

う

か
。
塩
と
比

べ
る
と
、
副

産
物
と
し
て

陰
に
隠
れ
て
い
た
感
も
否

め
な
い
が
、
人
々
の
暮
ら

し
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
あ
る
。
豆
腐
の
凝

固
剤
を
は
じ
め
、
防
塵

剤
、
傷
の
手
当
て
な
ど
、

非
食
品
用
途
で
も
幅
広
く

活
躍
し
て
き
た
▼
戦
時
中

は
、
に
が
り
の
主
成
分
で

あ
る
塩
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

が
戦
闘
機
の
素
材
と
し
て

軍
需
物
資
に
指
定
さ
れ
た

関
係
で
、
豆
腐
凝
固
用
と

し
て
の
塩
化
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
は
姿
を
消
し
た
。
塩
化

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
代
わ
り

に
ス
マ
シ
コ
な
ど
が
使
用

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
戦
後

は
経
済
復
興
と
と
も
に
、

お
い
し
い
豆
腐
を
食
べ
た

い
と
い
う
消
費
者
の
声
が

強
ま
り
、
塩
化
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
の
復
権
を
後
押
し
し

た
▼
塩
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

に
が
り
が
豆
腐
の
甘
味
を

増
す
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
固
体
だ
け
で
は
な

く
、
液
体
の
粗
製
海
水
塩

化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
使
用

し
た
こ
だ
わ
り
豆
腐
も
近

年
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

経
済
の
豊
か
さ
と
と
も

に
、
味
の
向
上
を
求
め
る

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

て
き
た
▼
豆
腐
産
業
の
同

一
品
質
、
大
量
生
産
化
に

貢
献
す
る
の
は
、
塩
化
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
使
用
の
乳
化

に
が
り
。
豆
腐
業
界
の
公

正
競
争
規
約
上
の
取
り
扱

い
が
今
後
注
目
さ
れ
る
。

天
候
要
因
に
左
右
さ
れ
や

す
い
食
品
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
い

え
ば
、
飲
料
や
ア
イ
ス
が
ま

ず
頭
に
浮
か
ぶ
が
、
最
近
の

不
安
定
か
つ
大
型
災
害
を
引

き
起
こ
し
や
す
く
な
っ
た
気

候
変
動
か
ら
、
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
も
無
縁
で
は
な
く
な
っ
て

き
た
。

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
使
い
道

は
９
割
以
上
が
サ
ラ
ダ
、
そ

の
サ
ラ
ダ
も
レ
タ
ス
が
中
心

で
、
そ
こ
に
プ
チ
ト
マ
ト
や

キ
ュ
ウ
リ
な
ど
が
加
わ
る
。

１８
年
は
年
初
か
ら
低
温
・
寒

波
の
影
響
に
よ
る
生
育
不

足
、
７
月
の
猛
暑
や
９
月
の

大
型
台
風
襲
来
が
あ
り
、
野

菜
相
場
が
安
定
し
た
の
は
１１

月
に
入
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。

こ
の
間
、
過
去
最
高
と
も

い
わ
れ
た
レ
タ
ス
の
相
場
高

騰
の
影
響
も
あ
り
、
こ
れ
ま

で
２
～
３
％
増
で
順
調
に
推

移
し
て
き
た
家
庭
用
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
市
場
は
、
昨
年
一
気

に
３
％
減
と
な
っ
た
。

従
来
な
ら
、
た
ま
た
ま
大

型
台
風
が
来
た
か
ら
で
済
ん

だ
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、

最
近
の
気
候
変
動
は
楽
観
を

許
さ
な
い
。
大
き
く
伸
び
る

要
素
が
少
な
い
基
礎
調
味
料

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
使

用
機
会
の
拡
大
と
１
回
の
使

用
量
を
増
や
す
こ
と
に
つ
き

る
。
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
に
お
い

て
も
使
用
機
会
の
拡
大
は
永

遠
の
テ
ー
マ
だ
っ
た
が
、
気

候
変
動
に
よ
り
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
た
。

も
と
も
と
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

は
、
油
を
ベ
ー
ス
に
砂
糖
、

塩
、
酢
の
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な

素
材
を
使
い
完
成
さ
れ
た
味

を
持
っ
て
い
る
た
め
、
特
に

炒
め
も
の
に
は
打
っ
て
つ
け

と
い
う
。
ま
た
、
１０
％
近
く

の
消
費
者
は
以
前
か
ら
調
味

料
使
い
を
行
っ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。

キ
ユ
ー
ピ
ー
は
「
テ
イ
ス

テ
ィ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
黒
酢
た

ま
ね
ぎ
」
を
推
奨
し
、
豚
肉

を
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
に
漬
け
込

み
油
を
ひ
か
ず
に
炒
め
、
調

理
の
最
後
に
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

を
加
え
て
さ
っ
と
炒
め
る
調

理
法
な
ど
を
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し

て
い
る
。
ま
た
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
明
け
か
ら
は
、

同
社
が
抱
え
て
い
る
フ
ィ
ー

ル
ド
レ
デ
ィ
を
総
動
員
し
、

連
日
夕
方
の
４
～
６
時
に
全

国
の
ス
ー
パ
ー
で
調
理
の
実

演
を
行
っ
て
い
る
（
７
月
ま

で
）
。

こ
の
た
め
５
～
６
月
の
テ

イ
ス
テ
ィ
の
前
年
同
期
比
は

１５
％
増
で
推
移
。
厳
し
か
っ

た
１８
年
の
翌
年
と
い
う
こ
と

も
あ
る
が
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

を
使
っ
た
調
理
法
の
支
持
が

広
が
り
始
め
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

こ
の
ほ
か
、
製
法
に
こ
だ

わ
っ
た
果
実
酢
使
用
が
訴
求

ポ
イ
ン
ト
の
「
緑
キ
ャ
ッ

プ
」
シ
リ
ー
ズ
を
使
い
、
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
で
漬
け
込
ん
だ

マ
リ
ネ
な
ど
も
提
唱
し
て
い

る
。
調
理
の
時
短
を
求
め
る

生
活
者
と
、
気
候
変
動
に
備

え
た
い
メ
ー
カ
ー
の
思
惑
が

一
致
し
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の

調
味
料
使
い
は
案
外
早
く
定

着
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

キ
ユ
ー
ピ
ー
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
明
け
か
ら
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
調

味
料
使
い
を
積
極
的
に
提
案
し
て
い
る
。
砂
糖
大
さ
じ
１
、
塩
小
さ
じ
１
な

ど
基
礎
調
味
料
を
使
う
手
間
が
不
要
で
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
一
つ
で
味
付
け
、

香
り
付
け
が
で
き
る
た
め
、
調
理
に
か
け
る
時
間
を
少
し
で
も
短
く
し
た
い

と
い
う
ニ
ー
ズ
を
狙
う
。

６月25日、全国清涼飲料連合会と食品容器環境美化協会が都内で共催した

「第３回海洋プラスチック問題勉強会」には約250人が聴講した
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一
般
財
団
法
人
食
品
産
業
セ
ン
タ
ー
は
、
今
年
２
月

に
食
品
製
造
業
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
、
大
規

模
小
売
店
に
よ
る
優
越
的
地
位
濫
用
に
よ
る
実
態
調
査

を
行
っ
た
。
こ
れ
は
平
成
１０
年
度
か
ら
毎
年
行
っ
て
お

り
、
今
回
は
�
協
賛
金
、
セ
ン
タ
ー
フ
ィ
ー
、
従
業
員

派
遣
、
不
当
な
値
引
き
・
特
売
商
品
等
の
買
い
た
た

き
、
過
度
の
情
報
開
示
の
要
求
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ

ン
ド
・
ブ
ラ
ン
ド
（
Ｐ
Ｂ
）
商
品
に
関
す
る
要
請
、

「
改
正
独
占
禁
止
法
」
の
認
知
度
、
消
費
税
率
引
き
上

げ
に
際
し
不
当
な
要
請
等
が
な
い
か
に
つ
い
て
調
査
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
食
品
製
造
業
１
千
７
０
０
社
に
送

付
し
、
２２
業
種
３
５
４
社
か
ら
有
効
回
答
を
得
た
（
有

効
回
答
率
２０
・
８
％
）
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
中
で
、

と
り
わ
け
海
洋
中
の
生
態
系

に
及
ぼ
す
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
の
は
５
�
以
下
の
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
。

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
は
、
海
辺

に
漂
着
し
た
プ
ラ
容
器
な
ど

が
紫
外
線
や
昼
夜
の
温
度
差

で
劣
化
し
て
破
砕
さ
れ
て
で

き
た
も
の
と
さ
れ
る
が
「
ど

の
く
ら
い
の
時
間
が
か
か

り
、
ま
た
ど
の
程
度
細
か
く

な
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
細

か
く
な
っ
た
も
の
の
採
取
方

法
が
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
観

測
の
限
界
」
と
指
摘
す
る
の

は
九
州
大
学
応
用
力
学
研
究

所
大
気
海
洋
環
境
研
究
セ
ン

タ
ー
海
洋
力
学
分
野
の
磯
辺

篤
彦
教
授
。

磯
辺
教
授
は
、
当
面
の
対

策
と
し
て
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

に
な
り
や
す
い
発
泡
ス
チ
ロ

ー
ル
の
屋
外
で
の
使
用
禁
止

を
呼
び
か
け
る
。

６
月
２５
日
、
全
国
清
涼
飲

料
連
合
会
と
食
品
容
器
環
境

美
化
協
会
は
都
内
で
「
第
３

回
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題

勉
強
会
」
を
共
催
、
磯
辺
教

授
を
含
む
専
門
家
ら
を
招
き

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
海
洋

プ
ラ
問
題
の
問
題
点
や
対
策

な
ど
が
語
ら
れ
た
。

磯
辺
教
授
は
、
海
外
の
論

文
を
引
き
、
世
界
の
海
洋
プ

ラ
ご
み
の
６５
％
が
東
ア
ジ
ア

と
東
南
ア
ジ
ア
の
北
西
太
平

洋
が
占
め
て
い
る
こ
と
に
も

言
及
。

Ｊ
ｅ
ｎ
ｎ
ａ
Ｒ
�
Ｊ
ａ
ｍ

ｂ
ｅ
ｃ
ｋ
ｅ
ｔ
ａ
ｌ
�
（
２

０
１
５
）
の
調
べ
に
よ
る

と
、
国
別
海
洋
投
棄
プ
ラ
重

量
の
上
位
国
は
（
１
）
中

国
、
（
２
）
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
（
３
）
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

（
４
）
ベ
ト
ナ
ム
、
（
５
）

ス
リ
ラ
ン
カ
、
（
６
）
タ

イ
、
（
７
）
エ
ジ
プ
ト
、

（
８
）
マ
レ

ー

シ

ア

、

（
９
）
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、

（
１０
）
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ

の
順
と
な
っ
て
い
る
。

周
辺
諸
国
か
ら
の
投
棄
量

が
多
い
こ
と
か
ら
、
神
戸
大

学
の
石
川
雅
紀
名
誉
教
授
は

海
洋
プ
ラ
ご
み
の
有
効
策
と

し
て
、
周
辺
諸
国
へ
の
廃
棄

物
管
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
シ
ス

テ
ム
の
提
供
を
提
唱
す
る
。

「
量
を
減
ら
す
の
で
あ
れ

ば
、
既
に
減
ら
し
て
い
る
日

本
で
さ
ら
に
減
ら
す
よ
り

も
、
日
本
の
周
り
で
桁
違
い

に
流
出
さ
せ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
国
々
に
廃
棄
物
処
理
が

き
ち
ん
と
で
き
る
よ
う
に
協

力
す
る
の
が
費
用
対
効
果
が

一
番
高
い
と
思
う
」
と
の
考

え
を
示
す
。

国
内
に
お
い
て
は
、
沿
岸

の
清
掃
活
動
が
有
効
だ
と
し

つ
つ
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は

限
界
が
あ
り
１０
万
ｔ
の
回
収

レ
ベ
ル
に
は
至
ら
な
い
た

め
、
制
度
的
に
や
る
し
か
な

い
」
と
主
張
す
る
。

ま
た
、
佐
藤
泉
弁
護
士
も

Ｅ
Ｕ
の
事
例
と
比
較
し
制
度

の
不
備
を
指
摘
。
「
日
本
の

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
は

市
町
村
に
義
務
化
し
て
お
ら

ず
、
取
り
組
む
ほ
ど
市
町
村

の
負
担
が
重
た
く
な
る
」
と

語
る
。

石
川
教
授
は
、
マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
対
策
と
し
て
は
直
接
流

出
す
る
恐
れ
の
高
い
、
た
ば

こ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
や
マ
イ
ク

ロ
ビ
ー
ズ
へ
の
対
策
が
急
務

だ
と
し
た
。
タ
イ
ヤ
が
す
り

減
っ
て
で
き
る
タ
イ
ヤ
粉
塵

に
つ
い
て
も
「
公
害
と
し
て

は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
海
に

流
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
視

さ
れ
て
お
ら
ず
対
策
が
と
ら

れ
て
い
な
い
」
と
警
鐘
を
鳴

ら
す
。

産
業
技
術
総
合
研
究
所
環

境
管
理
研
究
部
資
源
精
製
化

学
研
究
グ
ル
ー
プ
の
加
茂
徹

上
級
主
任
研
究
員
は
バ
イ
オ

マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
つ
い

て
「
海
洋
プ
ラ
ご
み
対
策
に

御
利
益
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
。
あ
く
ま
で
Ｃ
Ｏ

２

排
出

削
減
と
し
て
効
果
が
あ
り
、

そ
れ
以
上
で
も
そ
れ
以
下
で

も
な
い
」
と
述
べ
る
。

日
本
食
品
機
械
工
業
会
は

７
月
９
～
１２
日
、
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
・
西
展
示
棟
＋
南

展
示
棟
＋
会
議
棟
で
�
食
の

技
術
の
ニ
ッ
ポ
ン
力
（
り
ょ

く
）
�
を
テ
ー
マ
に
「
Ｆ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
Ａ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

２

０
１
９
国
際
食
品
工
業
展
」

（
事
務
局
�
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
―

３
５
８
３
―
６
１
３
９
、w

ww.
f
o
o
m
a
j
a
p
a
n
.

j

p

）
を
開
催
す
る
。

食
品
機
械
の
最
先
端
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
や
製
品
、
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
通
じ
、
「
食
の
技

術
が
拓
く
、
ゆ
た
か
な
未

来
」
を
提
案
す
る
ア
ジ
ア
最

大
級
の
総
合
ト
レ
ー
ド
シ
ョ

ー
で
あ
る
。

４２
回
目
を
迎
え
る
今
回
は

６
９
０
社
・
３
千
１
５
７
単

位
／
２
万
３
千
６
７
７
・
５

�
（
予
定
）
が
出
展
。
各
ブ

ー
ス
で
は
食
品
製
造
・
加
工

機
械
を
中
心
に
、
原
料
処
理

か
ら
包
装
・
物
流
ま
で
、
食

品
製
造
プ
ロ
セ
ス
の
自
動
化

・
効
率
化
・
省
力
化
、
さ
ら

に
は
高
品
質
化
を
図
る
最
新

鋭
の
製
品
、
最
先
端
技
術
、

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
、
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
を
活
用
し
た
品
質
管

理
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
の
効
率
的

な
生
産
シ
ス
テ
ム
ま
で
実
機

デ
モ
な
ど
を
交
え
て
展
示
。

好
評
の
多
彩
な
併
催
イ
ベ
ン

ト
も
連
日
開
催
さ
れ
る
。

根
強
い
セ
ン
タ
ー
フ
ィ
ー
不
信
感

算
出
根
拠
、
算
出
基
準
が
不
明
確

小
売
の
優
越
的
地
位
濫
用
調
査

上

�
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ａ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

２
０
１
９
�

７
月
９
～
１２
日

東
京
ビ
ッ
グ

サ

イ

ト

／

西
・
南

展

示

棟

日 本 食 品
機械工業会

たた
ばば
ここ
フフ
ィィ
ルル
タタ
ーー
対対
策策
なな
どど
がが
急急
務務

専
門
家
ら
問
題
点
を
整
理
海洋プラ問題

喫
緊
の
課
題
に

ドレッシングの調味料使い

カレー

……………………
きょうの主な内容

��～�� カレー特集

��～�� ＦＯＯＭＡ特集

レトルト伸長。中高
価格帯充実で単価上
昇による活性化も。

�����������������������������������������������������������
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